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　５月１１日、茨城町の県立消防学校で、消防団の
新入団員を対象とした「消防学校日曜講座」が開
講されました。
　今年は村内各分団から１０名の新入団員が参加し、
規律・器具操法・注水等、消防活動の基本的な動
作や操作について厳しい訓練を受けました。
　新入団員の皆さんは、初めての規律訓練や機器
の使用方法等の指導を受け、自然と真剣な表情に
なっていました。新入団員の皆さん、美浦村の各
地域の安全をよろしくお願いします。

　

４
月
２０
日
、
中
央
公
民
館
に
て

平
成
２６
年
度
の
区
長
・
副
区
長
会

議
が
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
区
長

さ
ん
・
副
区
長
さ
ん
に
、
村
長
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
に
引
き
続
き
区
長

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２６
年

度
の
役
員
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

地
区
の
代
表
で
あ
る
区
長
さ
ん

は
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
活
力
あ
る
住
み
よ
い
村
づ
く
り

に
向
け
て
、
住
民
と
行
政
を
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
ご
活
躍
く

だ
さ
い
ま
す
。
５６
名
の
区
長
さ
ん

・
５９
名
の
副
区
長
さ
ん
、
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　毎年好評をいただいている「みほ文化講座」が、
今年も始まりました。４月に各講座の受講生を募
集した結果、１７２名の方々の参加により、３つの
短期講座を含めた１７講座が開講されました。
　各講座の受講生の皆さんは、先生の指導を受け
ながらそれぞれの講座を楽まれているようでした。
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４
月
２３
日
、
美
浦
村
食
生
活
改

善
推
進
連
絡
協
議
会
が
今
年
で
発

足
３０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
美
浦
村
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
３０
周
年
記
念
式
典
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
の
活
動
は
、
昭
和
５９

年
の
第
１
回
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で

は
村
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
健
康
的

な
食
事
の
普
及
活
動
を
行
っ
た
り
、

村
内
の
学
校
に
赴
い
て
子
ど
も
た

ち
に
食
の
授
業
を
行
う
等
、
食
事

の
面
か
ら
村
の
健
康
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 地域の話題をお待ちしています

（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）
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年
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。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て

　

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

消防学校で新入団員初訓練消防学校で新入団員初訓練
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夏
に
着
替
え
る
マ
ネ
キ
ン
モ
デ
ル
春
を
半
値
で
脱
ぎ
捨
て
る　
　
　

飯
塚
筑
風

男
子
誕
生
知
ら
せ
る
鯉
が
家
紋
背
負
わ
さ
れ
初
泳
ぎ　
　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

何
を
買
お
う
か
あ
れ
こ
れ
迷
う
親
に
感
謝
の
初
任
給　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

霞
浦
の
柳
と
青
田
の
上
を
流
れ
つ
ば
く
ろ
初
夏
の
顔　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

車
椅
子
お
す
看
護
婦
さ
ん
の
背
に
や
さ
し
い
初
夏
の
風　
　
　
　
　

下
村
松
陽

妻
が
自
慢
の
筍
飯
に
添
え
て
出
て
く
る
初
鰹　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

右
手
骨
折
左
手
使
い
文
字
を
書
く
の
も
初
体
験　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

初
夏
の
日
の
出
が
田
に
張
る
水
に
写
り
輝
く
田
植
え
前　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

日
々
の
辛
抱
苦
労
を
忘
れ
夫
と
安
ら
ぐ
初
夏
の
旅　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
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緑
ま
ば
ゆ
い
希
望
に
満
ち
た
初
の
出
勤
新
天
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小
薗
江
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移
る
季
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も
春
か
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へ
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初
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忘
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橋
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故
郷
に
住
め
な
い
悔
し
さ
辛
さ
見
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ぬ
セ
シ
ウ
ム
夏
灯
台　
　
　

長
谷
川
悦
子

泣
く
な
生
き
ろ
と
励
ま
す
よ
う
に
新
芽
飛
び
出
す
初
夏
の
柿　
　
　

沼
嵜
朋
香

孫
の
泣
き
声
笑
っ
た
声
が
響
く
家
中
初
夏
の
昼　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
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Ｖ
字
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イ
ン
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夏
雲
浮
か
び
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夢
乗
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流
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ゆ
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茶
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風
は
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恋
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矢
原
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み　

ほ　
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芸

五
月
の
俳
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（
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当
季
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五
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音
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５
月
７
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
の
番

組
「
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
茨
城
」
の
中
の
コ
ー

ナ
ー
「
４４
市
町
村
中
継
み
ん
な
で
！
い
ば

ら
ナ
イ
ト
」
で
美
浦
村
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

村
文
化
財
セ
ン
タ
ー
か
ら
生
中
継
で
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
番
組
は
、
茨
城
県
４４
市
町
村
の
魅

力
を
再
発
見
し
よ
う
と
毎
週
い
ず
れ
か
の

市
町
村
か
ら
生
中
継
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
美
浦
村
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
考
古
学
発
祥
の
地
で
あ
る
陸
平
貝
塚

を
紹
介
し
た
後
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
活
動
す
る
「
陸
平
を
ヨ
イ
シ
ョ
す
る

会
」
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
の
縄
文
服
を
身

に
ま
と
っ
て
、
言
葉
と
表
情
で
い
き
い
き

と
陸
平
貝
塚
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

普
段
の
活
動
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
存
分

に
「
い
ば
る
」
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
機
に
、
陸
平
貝
塚

で
太
古
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ボランティアによる霞ケ浦清掃活動が実施されましたボランティアによる霞ケ浦清掃活動が実施されました

　５月１１日、大山地区にある防災拠点を主催会場として、第３６回霞ケ浦
クリーン大作戦「５３ＰｉｃｋＵｐ！」（主催：ＮＰＯ法人水辺基盤協会）
が美浦村の霞ケ浦沿岸のほぼ全域で実施されました。
　会場には、村内外からＮＰＯ法人水辺基盤協会の活動のひとつである
水辺清掃活動に賛同した１９６名のボランティアが参集し、五月晴れの好
天のもと、午前９時から霞ケ浦沿岸の堤防を歩いたり車で移動しながら、
ゴミや廃棄物を見つけては拾い集めていました。その中には家族連れの
姿も多く見られ、大人も子供も霞ケ浦をきれいにしようと真剣に清掃活
動をされていました。
　回収されたゴミは主催会場に集められ、その量は主催者が用意した廃
棄物回収ユニットが満杯になるほどで、清掃活動終了後のボランティア
の皆さんはみんなすがすがしい表情をされて、協会が用意したイベント
を楽しんでいました。
　美浦村にいらっしゃったボランティアの皆さん、そして運営に携わっ
た主催者・関係者の皆さん、ありがとうございました。

村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率

緫相


	02
	03.pdf

